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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年8月24日(2017.8.24)

【公開番号】特開2016-25375(P2016-25375A)
【公開日】平成28年2月8日(2016.2.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-009
【出願番号】特願2014-146014(P2014-146014)
【国際特許分類】
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   Ｇ０３Ｂ  17/00     (2006.01)
【ＦＩ】
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   Ｇ０２Ｂ    7/08     　　　Ｃ
   Ｇ０３Ｂ    5/00     　　　Ｌ
   Ｇ０３Ｂ    7/091    　　　　
   Ｇ０３Ｂ   17/00     　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月12日(2017.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像から検出された被写体の情報を取得する取得手段と、
　ズーム制御のための被写体の基準サイズを設定する設定手段と、
　前記取得手段により取得された情報に基づく被写体のサイズと前記設定手段により設定
された前記基準サイズに基づいて前記ズーム制御を行う制御手段と、
　前記基準サイズの変更を指示する第１の操作を検知する第１の検知手段と、を備え、
　前記制御手段は、所定のサイズに前記基準サイズが設定される第１のモードにおいて前
記第１の検知手段により前記第１の操作が検知された場合、当該第１の操作が検知されて
から第１の時間が経過するまでは、前記第１の操作に応じて前記基準サイズが変更される
第２のモードで前記ズーム制御を行い、前記第１の時間が経過したら前記第１のモードに
切り替えることを特徴とするズーム制御手段。
【請求項２】
　前記制御手段は、前記第１のモードで前記ズーム制御を行っている際に前記第１の操作
が検知された場合、当該第１の操作が検知されてから前記第１の時間が経過するまで、前
記第２のモードから前記第１のモードへの切り替えを制限することを特徴とする請求項１
に記載のズーム制御手段。
【請求項３】
　前記第２のモードにおいて、前記制御手段は、前記第１の操作に応じて画像のズーム倍
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率を変更し、変更後のズーム倍率の画像において前記被写体検出手段により検出された被
写体のサイズに基づいて、前記基準サイズを変更することを特徴とする請求項１または２
に記載のズーム制御手段。
【請求項４】
　前記第１の時間は、静止画を撮影するモードと動画を撮影するモードとで異なることを
特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のズーム制御装置。
【請求項５】
　画像の構図を選択する第２の操作を検知する第２の検知手段を有し、
　前記設定手段は、前記第１のモードにおいて、前記第２の操作により選択された構図に
応じた前記所定のサイズに基づいて、前記基準サイズを設定することを特徴とする請求項
１乃至４のいずれか１項に記載のズーム制御装置。
【請求項６】
　前記第１の操作が検知されてから前記第１の時間が経過する前に前記第２の操作が検知
された場合、前記制御手段は、前記第２のモードから前記第１のモードに切り替えること
を特徴とする請求項５に記載のズーム制御装置。
【請求項７】
　前記第２の操作が検知された場合、前記制御手段は、当該第２の操作が検知されてから
第２の時間が経過したら、前記第１のモードに切り替えることを特徴とする請求項５又は
６に記載のズーム制御装置。
【請求項８】
　所定の第３の操作を検知する第３の検知手段を有し、
　前記制御手段は、前記第１の操作が検知されてから前記第１の時間が経過するまでに前
記第３の操作が検知された場合、前記第１の時間の計時をリセットして再度計時を行うこ
とを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載のズーム制御装置。
【請求項９】
　前記第３の操作は、静止画撮影の準備を指示する操作、動画撮影を指示する操作、前記
被写体検出手段の検出対象となる被写体を指定する操作のいずれかであることを特徴とす
る請求項８に記載のズーム制御装置。
【請求項１０】
　所定の第４の操作を検知する第４の検知手段を有し、
　前記制御手段は、前記第１の操作が検知されてから前記第１の時間が経過するまでに前
記第４の操作が検知された場合、前記第１の時間の計時を終了することを特徴とする請求
項１乃至９のいずれか１項に記載のズーム制御装置。
【請求項１１】
　前記第４の操作は、静止画撮影を指示する操作であることを特徴とする請求項１０に記
載のズーム制御装置。
【請求項１２】
　前記ズーム制御において、前記制御手段は、前記取得手段により取得された情報に基づ
く被写体のサイズが前記基準サイズに対して所定範囲内になるようにズーム倍率を変更す
ることを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載のズーム制御装置。
【請求項１３】
　前記ズーム倍率の変更は、光学ズームおよび電子ズームの少なくとも一方により行われ
ることを特徴とする請求項１２に記載のズーム制御装置。
【請求項１４】
　画像から検出された被写体の情報を取得する取得手段と、
　ズーム制御のための被写体の基準サイズを設定する設定手段と、
　前記取得手段により取得された情報に基づく被写体のサイズと前記設定手段により設定
された前記基準サイズに基づいて前記ズーム制御を行う制御手段と、
　画像のズーム倍率の変更を指示する第１の操作を検知する第１の検知手段とを備え、，
　前記制御手段は、所定のサイズに前記基準サイズが設定される第１のモードにおいて前
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記第１の検知手段により前記第１の操作が検知された場合、当該第１の操作が検知されて
から第１の時間が経過するまでは、前記第１の操作に応じて前記基準サイズが変更される
第２のモードで前記ズーム制御を行い、
　前記第１の時間が経過したら前記第１のモードに切り替えることを特徴とするズーム制
御装置。
【請求項１５】
　前記第１の操作を行うための操作部材を備えることを特徴とする請求項１乃至１４のい
ずれか１項に記載のズーム制御装置。
【請求項１６】
　請求項１乃至１５のいずれか１項に記載のズーム制御装置と、
　被写体像を光電変換して画像を生成する撮像手段を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項１７】
　画像から検出された被写体の情報を取得する取得ステップと、
　ズーム制御のための被写体の基準サイズを設定する設定ステップと、
　前記取得ステップで取得された情報に基づく被写体のサイズと前記設定ステップにより
設定された前記基準サイズに基づいて前記ズーム制御を行う制御ステップと、
　前記基準サイズの変更を指示する第１の操作を検知する検知ステップとを有し、
　前記制御ステップにおいて、所定のサイズに前記基準サイズが設定される第１のモード
において前記第１の操作が検知された場合、当該第１の操作が検知されてから第１の時間
が経過するまでは、前記第１の操作に応じて前記基準サイズが変更される第２のモードで
前記ズーム制御を行い、前記第１の時間が経過したら前記第１のモードに切り替えること
を特徴とするズーム制御装置の制御方法。
【請求項１８】
　画像から検出された被写体の情報を取得する取得ステップと、
　ズーム制御のための被写体の基準サイズを設定する設定ステップと、
　前記取得ステップで取得された情報に基づく被写体のサイズと前記設定ステップにより
設定された前記基準サイズに基づいて前記ズーム制御を行う制御ステップと、
　画像のズーム倍率を変更する第１の操作を検知する検知ステップとを有し、
　前記制御ステップにおいて、所定のサイズに前記基準サイズが設定される第１のモード
において前記第１の操作が検知された場合、当該第１の操作が検知されてから第１の時間
が経過するまでは、前記第１の操作に応じて前記基準サイズが変更される第２のモードで
前記ズーム制御を行い、前記第１の時間が経過したら前記第１のモードに切り替えること
を特徴とするズーム制御装置の制御方法。
【請求項１９】
　請求項１７又は１８に記載のズーム制御装置の制御方法をコンピュータに実行させるよ
うに構成されていることを特徴とするズーム制御装置の制御プログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記目的を達成するために、第１の本発明は、画像から検出された被写体の情報を取得
する取得手段と、ズーム制御のための被写体の基準サイズを設定する設定手段と、前記取
得手段により取得された情報に基づく被写体のサイズと前記設定手段により設定された前
記基準サイズに基づいて前記ズーム制御を行う制御手段と、前記基準サイズの変更を指示
する第１の操作を検知する第１の検知手段と、を備え、前記制御手段は、所定のサイズに
前記基準サイズが設定される第１のモードにおいて前記第１の検知手段により前記第１の
操作が検知された場合、当該第１の操作が検知されてから第１の時間が経過するまでは、
前記第１の操作に応じて前記基準サイズが変更される第２のモードで前記ズーム制御を行
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い、前記第１の時間が経過したら前記第１のモードに切り替えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　第２の本発明は、画像から検出された被写体の情報を取得する取得手段と、ズーム制御
のための被写体の基準サイズを設定する設定手段と、前記取得手段により取得された情報
に基づく被写体のサイズと前記設定手段により設定された前記基準サイズに基づいて前記
ズーム制御を行う制御手段と、画像のズーム倍率の変更を指示する第１の操作を検知する
第１の検知手段とを備え、前記制御手段は、所定のサイズに前記基準サイズが設定される
第１のモードにおいて前記第１の検知手段により前記第１の操作が検知された場合、当該
第１の操作が検知されてから第１の時間が経過するまでは、前記第１の操作に応じて前記
基準サイズが変更される第２のモードで前記ズーム制御を行い、前記第１の時間が経過し
たら前記第１のモードに切り替えることを特徴する。
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